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ドイツ銀行グループ・マネジメント・コミッティーの変更について 

• ステファン・フープスは、アセット・マネジメントの責任者となります 

• デイビッド・リンは、コーポレート・バンクの責任者となります 

• アソカ・ヴァーマンは、6 月 9 日に開催される DWS の年次株主総会の終了をもって、DWS のエ

グゼクティブ・ボード・メンバーを退任します 

 

ドイツ銀行（銘柄コード XETRA:DBGn.DB/NYSE:DB)は本日、アソカ・ヴァーマンが DWS グループと合意

の上で同グループの CEO を退任する旨を発表したことを受け、当行のグループ・マネジメント・コミ

ッティーの変更を発表しました。ステファン・フープスは、アセット・マネジメントのグループ・レベ

ルでの責任者となります。また、フープスは、2022 年 6 月 10 日付で DWS グループの CEO にも就任しま

す。 

 

当行のプレジデント兼 DWS の監査役会会長であるカール・フォン・ローアは、次のように述べていま

す。「アソカ・ヴァーマンは、近年のアセット・マネジメントの成功に重要な役割を果たしてきました。

彼のリーダーシップの下、DWS は近時の厳しい環境下においても、市場でのポジションを強化し、良好

な業績を収めてきました。この点に加え、ドイツにおけるプライベート・バンキング業務を含む彼のこ

れまでの役職における貢献に感謝の意を表します。」 

 

フォン・ローアは、続けて次のように述べています。「我々は、実績ある資本市場のスペシャリストで

あるステファン・フープスを DWS の責任者に起用することができました。彼は、この役割に必要な戦

略的先見性、デジタル化に関する専門知識およびリーダーシップを兼ね備えています。」 

 

フープスがこれまで務めていたコーポレート・バンクの責任者の職務は、現在コーポレート・バンクの

アジア太平洋地域における責任者兼債券および為替ビジネスの同地域における責任者であるデイビッ

ド・リンに引き継がれます。この異動の一貫として、リンは、グループ・マネジメント・コミッティー

のメンバーにも就任します。彼は英国出身で、1995 年に当行に入行し、以来シンガポールにおいて資

本市場ビジネスの上級管理職を務めており、ここ数年間はコーポレート・バンクにおける役割に注力

しています。彼は、新たな役職において、現在コーポレート・バンクの EMEA 地域（英国およびドイツ

を除く）における責任者であるジャン・フィリップ・ギルマンのサポートを受けます。ジャン・フィリ

ップ・ギルマンは、これに加えて、コーポレート・バンクのドイツにおける責任者も務め、またコーポ

レート・バンク全体における顧客カバレッジのグローバル責任者となります。 

 

当行取締役会におけるコーポレート・バンクおよびインベストメント・バンクの責任者であるファブリ

ツィオ・カンペッリは次のように述べています。「ステファン・フープスの献身と成果に感謝の意を表

します。コーポレート・バンクは、デイビッド・リンのリーダーシップの下、引き続き成功の道を歩み、

特にアジアという成長地域においてこれが期待されます。同時に、ジャン・フィリップ・ギルマンが、

フランクフルトから、当行のドイツ本国における事業とグローバルな顧客カバレッジとを緊密に連携さ

せることで、ホームマーケットにおける当行の地位を強化します。」 

 

ドイツ銀行 CEO のクリスティアン・ゼーヴィングは、加えて次のように述べています。「私も、DWS お

よび当行に対するアソカ・ヴァーマンの素晴らしい仕事と業績に、感謝の意を表します。アセット・マ

ネジメントは当行のビジネスモデルの重要な一部であり、今後もそうあり続けます。DWS は、ステファ

ン・フープスのリーダーシップの下、今後も成功を収めることができると確信しています。彼はコーポ

レート・バンクにおいて、近年の重要な戦略的決定を行ってきました。コーポレート・バンクは、困難
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な市場環境においても堅調であり、設定された目標の達成に向けて順調に前進しています。今後はデイ

ビッド・リンのリーダーシップの下で、ドイツ国内およびグローバルの両方において、前進を継続しさ

らなる成長ができるものと確信しています。」 

 

 
 

ドイツ銀行について 

 

ドイツ銀行は、個人顧客、中小企業、事業法人、各国政府および機関投資家に対し、リテール・バンキング、プラ

イベート・バンキング、コーポレート・バンキング、トランザクション・バンキング、融資および資産運用の商品

およびサービス、ならびに焦点を絞った投資銀行業務を提供しています。ドイツ銀行は、欧州に深く根ざしつつグ

ローバル・ネットワークを有するドイツ有数の銀行です。 

 

本リリースには、将来の事象に関する記述が含まれています。将来の事象に関する記述とは、歴史的事実ではない

記述であり、ドイツ銀行の考えや予想、およびその基礎となる前提が含まれます。これらの記述は、ドイツ銀行グ

ループの経営陣が現在入手可能な予定、推定および計画に基づいています。従って、将来の事象に関する記述は、

あくまで当該記述がなされた日現在のものであって、当グループはこれらの記述に関して、新しい情報や将来生

起した事象があっても、これを更新して公表する責任は負いません。 

 

将来の事象に関する記述は、その性質上リスクおよび不確実性を含みます。従って、いくつかの重要な要因が作用

して、実際には将来の事象に関する記述に含まれるものとは大きく異なる結果となる可能性があります。これら

の要因には、ドイツ、ヨーロッパ、米国および当グループが収益の相当部分を上げ、資産の相当部分を有するその

他の地域における金融市場の動向、資産価値の推移および市場のボラティリティ、借り手または取引相手による

将来の債務不履行、当グループの経営戦略の実施、当グループのリスク・マネジメントの方針、手続および方法へ

の信頼性、ならびに米国証券取引委員会（SEC）への情報開示に関連するリスク等が含まれます。このような要因

については、SECに提出した当グループの2022年3月11日付年次報告書（Form 20-F）の「リスク・ファクター」の

表題のもとで詳しく記載されています。当該文書の写しは、請求により入手可能であり、また www.db.com/ir か

らダウンロードすることができます。 

 


